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≪翻訳≫
ハンチュウ（Handschu）判決（２）




































































































































うな判決は，判例法の中にも見出される。参照，例えば，Alliance to End Repression
































































































































































































































































































る）；Kelly v.Times’ Up, Inc .,11 Misc. 3d 1052（A）Sup.Ct.N.Y.Cty.2006 ）（批判的集
団自転車搭乗のために結集し，搭乗を宣伝する事前の搭乗，または，搭乗そのもの
に関して，予備的な差止めを求めたニュー・ヨーク市と NYPDおよび公園局の申











































































































































































































































































のために訴追した。訴状¶５（Fifth Ave.Peace Parade Comm.v.Gray 事件で引用さ




































することが自己誘導された」と付け加えたように，480 F. 2d at 330-31.
さらに，最近の第二巡回裁判所の事件判決は，Laird v. Tatum 判決における最
ハンチュウ（Handschu）判決（２） 231





用して408 U.S. at 13．また，「原告らは，憲法上の権利の剥奪を示す特定の主張
をしなければならない。一般的，間接的また推論による申立ては十分でない」と



















































































































Charles Haight , Jr 合衆国連邦地裁最先任判事
【付記】
この翻訳の契機となった，いわゆる集会妨害国賠訴訟（東京地裁平成２０年（ワ）
第３５１６４号損害賠償等請求事件）に関連して，原告らが申し立てていた文書提出
命令申立事件（平成２２年（モ）第５３６号）において，平成２２年９月２２日東京地裁
民事３３部（本間健裕裁判長）は，「平成２０年１０月１３日付け警視庁公安部第二課員
ら作成の「『１０・１３怒りの大集会』の開催結果」と題する文書の一部について，
文書提出命令を求める申立てを認容した。
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